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自動受信ファクス画質 
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スタート ストップ/リセット 



No . 

名称 

機能 

1 

リダイアル/ポーズキー 

最後に送信したファクス番号を表示します。 

送信するファクス番号にポーズを入れます。 

2 

自動 受信ランプ 

自動受信に設定されているときに点灯します。 

3 

ファクス画質キー 

送信の解像度を設定します。 

4 

短縮ダイアルキー 

3 桁の数字を組み合わせて、あらかじめ登録されている相手先にダイアルします。 

5 

オンフックキー 

受話器をとった状態にします。もう一度キーを押すと受話器を置いた状態に戻ります。 

6 

ワンタッチダイアルキー 

ワンタッチダイアルに送信先を登録したり、登録した相手先を表示したりします。 

7 

機能キー 

給紙トレイ、両面コピー、 ID 力ードコピーを設定します。 

8 

エラーランプ 

操作が必要であるとき点灯します。 

9 

表示切換キー 

本機の状態や設定内容を印刷します。 

例）プリンタセッティリストの印刷のしかた 

1. 表示切換キーを押しだ後、▲キーまたは▼キーで「レポート」を選択し、メニュー選択キーを押す。 

2. ▲キーまたは▼キーで「プリンタセッテイリスト」を選択し、メニュー選択キーを押す。 

10 

画質キー 

原稿の種類や解像度を設定します。 

11 

2 in 1 キー 

2 in 1 コピーを設定します。 

12 

ソートキー 

複数枚コピーの並べかえを設定します。 

13 

明るさキー 

コピー濃度を調整します。 

14 

拡大/縮小キー 

コピー倍率を調整します。 

15 

メッセージウインドウ 

設定メニュー項目やメッセージが表示されます。 

16 

▲/ ▼キー 

設定メニュー項目の変更（上下の階層）や、コピー倍率の変更などができます。 

17 

◄/ ►キー 

設定メニュー項目の変更（左右の階層）や、コピー濃度の変更などができます。 

18 

ヌニュー 選択キ- 

設定メニューの表示や、表示されている設定の決定ができます。 

19 

キヤンセル /C キー 

コピー部数の取り消しや、設定メニュー画面からメイン画面への切り換えができます。 

20 

トナー交換キー 

トナー交換するときに押します。 

21 

テンキー 

コピー部数を入力します。また、ファクス番号、 E メールアドレス、名前などを入力します。 

22 

ファクスキー 

ファクスができる状態にします。 

23 

スキヤンキー 

スキャンができる状態にします。（スキャンしたデータをメ_ルで送信する場合） 

24 

コピーキー 

コピーができる状態にします。 

25 

スタート（カラー）キー/ランプ 

カラーコピーを開$台します。 

26 

スタート(モノクロ）キー/ランプ 

モノクロコピーまたはファクスを開始します。 

27 

ストップ/リセットキー 

変更した設定を取り消したり、機能を停止したりします。 
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2 in 1 とソートは同時設定できません。 
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ご注意: 


コピー機能についてはプリンタ/コピー/スキャナユーザーズガイド （Drivers and Documentation CD - ROM 内の PDF マニュア 
ル）をごらんください。 
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P 原稿画質 
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コピー部数 n 
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給紙トレイ/用紙サイズ 



ご注意：スキャナドライバのインストールについてはインストレーシヨンガイドをごらんください。 

スキャナドライバの使いかたやスキャン機能については、プリンタ/コピー/スキャナユーザーズガイド （Drivers and Documentation 
CD - ROM 内の PDF マニュアル）をごらんください。 
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スキャン 




タンシュクダイアル =xxx 



本リスト ケンサク 

◄> &センタク 


短縮ダイアル 



2回押します。 
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ご注意：スキャンしたデータをメールで送信する操作についてはプリンタ/コピー/スキャナユーザーズガイド （Drivers and Documentation CD - ROM 内 
の PDF マニュアル）をごらんください。 
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s=xxxxxxxx 


タンシユクダイアル =xxx 


本リスト ケンサク 

(ソウシン=スタ-卜） 




◄> &センタク 



3=12345678_ 

(ソウシン = スタ-卜) 



3桁表示 



スタート 



2回押します。 


ご注意：ファクス機能についてはファクスユーザーズガイド （Drivers and Documentation CD - ROM 内の PDF マニュアル）をごらんください。 
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消耗品の交換 

トナーカートリッジ 


-原稿画質 1 

コピー 部数 n 
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給紙トレイ/用紙サイズ 
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消耗品の交換 

トナーカートリッジ(続き) 


P 原稿画質 

倍率 

コピー 部数1 

l>MIX 

XI .00 



ixx 

X テ-タス响 

[濃度 

1 メッセージ- 


給紙トレイ/用紙サイズ 



3主意：トナーカートリッジの交換についてはプリンタ/コピー/スキャナユーザーズガイド (Drivers and Documentation CD - ROM 内の PDF マニュアル） 
をごらんください。 





























































































消耗品の交換 

ドラムカートリッジ 


P 原稿画質 

倍率 

コピー 部数- 

l>MIX 

XI .00 


ふ 

ixx 

ステ-タス4 

-濃度 1 

1 メッセージ - 


給紙トレイ/用紙サイズ 



ご注意：ドラムカートリッジの交換についてはプリンタ/コピー/スキャナユーザーズガイド (Drivers and Documentation CD - ROM 内の PDF マニュアル） 
をごらんください。 
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